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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原発の廃炉を実現するなかで、作業員の安全の確保のための

アルファ線核種の炉内の分布を明らかにする技術の実現を目指し、ス

ミヤろ紙上に付着するより細かいアルファ線放出核種を含む微細なダ

ストの詳細な分布を可視化することを可能にする技術の開発を目的と

する。また、可搬型モニタとしての実用化を見据えて高線量下での線

量のモニタの具現化までを行うために新規シンチレータの開発を行う

ことを目的として、以下の項目を行う。 

１）αデブリ検出器の開発 

２）高線量下モニタ等への展開 

２．総合評価 
Ｓ 

・革新的なシンチレーターを材料から開発し、遠隔・高線量下のシステ

ム構築まで進め、１Ｆで実際活用されるに至った成果を得たことは高

く評価できる。 

・本事業から、より困難な環境への展開を目指した東京電力ＨＤとの共

同研究につながったことも評価ができる。 

・8μm程度の分解能が得られているが、実機ではより小さなαダストも

存在するため、更なる改良に期待したい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
 


